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科目 2022年3月期 2023年3月期

売上高 23,218 23,952
売上総利益 10,020 9,266
販売費及び一般管理費 7,104 7,082
営業利益 2,916 2,183
経常利益 2,943 2,223
親会社株主に帰属する当期純利益 2,051 1,440

連結損益計算書（要旨）� （単位：百万円）

科目 2022年3月期 2023年3月期

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,236 2,203
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 865 △565
財務活動によるキャッシュ・フロー △ 1,502 △�1,462
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 980 287
現金及び現金同等物の期首残高 11,930 12,911
現金及び現金同等物の期末残高 12,911 13,199

連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）� （単位：百万円）

連結業績ハイライト

科目 2022年3月期 2023年3月期

資産の部
流動資産
固定資産

20,833
16,365

4,468

21,299
17,439
3,860

負債の部
流動負債
固定負債

6,085
5,755

330

6,556
6,219
336

純資産の部 14,748 14,742

連結貸借対照表（要旨）� （単位：百万円）

連結業績の推移  （単位：百万円）
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親会社株主に帰属する当期純利益
�人当たり親会社株主に帰属する当期純利益親会社株主に帰属する当期純利益

当期のポイント
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�人当たり未来事業投資
未来事業投資

※����年�月期は、社員報酬、体制強化、
　HULFT Squareリリース関連費用を含めております。

未来事業投資
当社は研究開発費、教育研修費、社内IT
投資を未来事業費と定め、事業モデル
の転換と成長に向けた将来への投資
をしております。

代表取締役 社長執行役員CEO　葉山　誠

トップメッセージ

HULFT事業及びデータプラットフォーム事業の拡大
等により売上高は増収
事業構造の変革に伴う将来に向けた費用投下等により、
経常利益は減益
基幹システム導入計画見直しによる特別損失が発生
し、当期純利益は減益

社会全体が大きな変革を迎え、DX推進が喫緊の課題
であるとの認識が急速に広まる中、当社がこれまで第一
線でご提供してきた「つなぐ価値とテクノロジー」は、そ
れを支える基盤として重要性が増し、各方面から期待が
寄せられています。

2023年3月期リリースした日本発iPaaS（Integration 
Platform as a Service）、「HULFT Square（ハルフトスクエ
ア）」は、お客様のDX推進を力強くサポートする次世代
クラウド型データ連携プラットフォームとして、おかげ
さまで多くの反響をいただきました。

こうした状況のもと、2024年3月期から新たなミッ
ションとして「世界中のデータをつなぎ、誰もがデータ
を活用できる社会を作る。」を掲げ、お客様のDX推進を
サポートするとともに、DXの先にもたらされる豊かな
社会の実現に貢献したいという思いを込めました。組織
体制についても、事業別組織から機能別組織へ、全社を
通じてDXデータ連携基盤ビジネスをより機能的に展開
できるよう刷新しました。

全社員一致団結し、お客様に安全・安心・安定の基盤を
確実にご提供するとともに、「HULFT Square」の事業提
携拡大とグローバルでのサービス展開に向けた開発を
迅速に進めてまいります。さらに、エンジニアの成長と
活躍をサポートし、当社ならではの先進のサービスをお
届けできるよう、専心努力致す所存でございますので、
尚一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。



　働き方改革を通じて生産性革命に挑む先進企業を選定す
る「第6回日経スマートワーク経営調査」において、3.5 星に認
定されました。
　当社は2016年より、組織風土改革の一環として「自律自走を推進する人事プログラム」と「時間や場所に縛ら
れない多様で柔軟な働き方」への刷新を続けてきました。また、新しい働き方を支えるべく在宅決算や自社製品

「HULFT DataCatalog」の社内利用など「DXを活用した業務効率化」にいち早く取り組み、職種や業務、状況等
に応じて柔軟に働き方を選択できる環境を実現してきました。

　当社は、2024年3月期に臨むにあたり、当社の企業価値向上に向けて、経営の根幹となるミッション、サステナビリティ方針、共
有する価値観（Our Values）を策定し、また、サステナビリティ経営委員会を設置いたしました。

　当期より本格的に提供を開始した「コンセプトデザインサービ
ス」を中心に、全社での提案活動が進展し、民間企業や行政機関の
DX推進に活用され始めています。DX推進の柱になるデータプラッ
トフォーム事業では、お客様数は220社、当連結会計年度の売上高
は2,115百万円まで拡大しました（2023年3月期実績）。今後もデー
タの利活用やカーボンニュートラル等といった経営課題・社会課
題の解決に資するソリューション提供を推進します。

　企業価値向上に向けて、サステナビリティ方針の
策定、マテリアリティ（重要課題）の特定を行いまし
た。マテリアリティの中でも「人的資本の拡充」は特
に重要であり、当期においては、遠隔地勤務制度を導
入する等、積極的な人材採用・育成に新たに取り組み
ました。詳細な効果や今後の活動は、サステナビリ
ティレポートでご紹介しています。

　グローバル対応する iPaaS「HULFT Square（ハルフト
ス ク エ ア ）」を、2023年2月9日（ 木 ）よ り、国 内 向 け に リ
リースしました。高度なセキュリティのもとデータ連携
を容易にし、データ活用のリスクと手間を削減すること
で、お客様のDX推進を力強く支援します。

企業価値向上に向けたストーリー 「4つのシフト」を推進

2024年3月期業績予想

トピックス2023年3月期の振り返り

事業拡大　 人的資本の拡充

『HULFT�Square』リリース

　当社ではかねてより、データ連携ビジネスに特化していたHULFT事業及びデータプラットフォーム
事業と、特定顧客向けにシステム開発・運用等を提供してきた流通ITサービス事業及びフィナンシャル
ITサービス事業をそれぞれ発展させ、かつ強みの融合を図ってまいりましたが、これからは、事業構造
の変革をさらに推し進めるべく、「4つのシフト」を行ってまいります。

　前述のシフトを押し進めるにあたり、HULFT Squareの運営、改善
や広告宣伝、教育に関するコストが売上増に先行して発生するため、
右表のとおり予想しております。

　ビジネス向けIT製品／SaaSを扱う国内最大規模のレビューサイト「ITreview」による「ITreview 
Grid Award 2023 Winter」において、当社製品DataSpiderが「Leader」に選出されました。当社が注
力する「データ連携」カテゴリで、「満足度」と「認知度」の両面で高く評価されての選出となります。
参考URL：https://www.itreview.jp/award/2023_winter/data-integration.html

DataSpiderが「ITreview�Grid�Award�2023�Winter」の
「データ連携」カテゴリで「Leader」に選出

「第6回日経スマートワーク経営調査」で3.5星に認定
人材活用力 イノベーション力 市場開拓力

A＋＋ A＋ A＋社内システム

データ活用

外部システム連携

外部データ
連携・利活用

データ変換・データガバナンス

・全社を挙げたデータ連携ビジネス注力
・ブランディング強化

事業シフト

・次世代データエンジニア育成
・ Web3.0を見据えた“超分散処理技術”に向き合う
・未来を切り開くテクノロジーの探索

技術シフト

・機能型組織への再編と強化
・意思決定スピード向上

組織シフト

・リスキリング
・エンジニアリング

人材シフト

ミッション（Mission） 共有する価値観（Our Values）

サステナビリティ方針

戦略

サステナビリティ経営委員会

世界中のデータをつなぎ、誰もがデータを活用できる社会を作る。 Customer�Centric …現場に立ちお客様のためを考え抜く。
Proactive ……………自ら考え自ら行動する。
Respect ………………互いを尊重し会話をする。

目的：�企業価値向上に向けて、実効的かつ継続的な
サステナビリティ経営を推進

役割：�方針・マテリアリティ・目標・KPI等の審議等を
通じて、経営会議及び取締役会へ付議・報告

構成：�社長を委員長とし、多様性を鑑みたメンバー
で構成

私たちは、ミッション「世界中のデータをつなぎ、
誰もがデータを活用できる社会を作る。」のもと、

地球規模の視点で未来を共創し、
持続可能な社会の発展に取り組みます。

多様な人材による
価値創造の促進

ガバナンスの
透明性・実効性強化

安心安全なデータ連携
により社会の発展へ貢献

地球環境・資源の
保全と災害対策強化

Connect�the�world’s�data�and�make�it�useful�for�everyone.

＜製品概要＞
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事業シフト 技術シフト 組織シフト 人材シフト

今後の方針について

売上高 経常利益 純利益

24,000 1,900 1,300

（百万円）



当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、アンケートを実施いたします。下記URLにアクセス
いただき、アクセスコード入力後に表示されるアンケートサイトにてご回答ください。

当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、
アンケートを実施いたします。

下記URLにアクセスいただき、アクセスコード入力後に
表示されるアンケートサイトにてご回答ください。

株主の皆様の声をお聞かせください

空メールによりURL自動返信

いいかぶ 検索検索

●アンケートのお問い合わせ 
　「e - 株主リサーチ事務局」MAIL：info@e-kabunushi.com

https://www.e-kabunushi.com
アクセスコード　����

kabu@wjm.jp へ空メールを送信してください。
（タイトル、本文は無記入）

アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。

本アンケートは、株式会社リンクコーポレイ
トコミュニケーションズの提供する「e-株主リ
サーチ」サービスにより実 施いたします。  
https://www.link-cc.co.jp

ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝（QUOカード
Pay���円）を進呈させていただきます

●アンケート実施期間は、本書がお手元に到着してから約�ヶ月間です。

発 行 可 能 株 式 総 数 …………………………………… 60,000,000株
発 行 済 株 式 の 総 数 …………………………………… 16,200,000株
株 主 数 ………………………………………… 4,323名
※株主数は自己株式分も含まれています。

株式の状況
商 号 株式会社セゾン情報システムズ

SAISON INFORMATION SYSTEMS CO.,LTD.
設 立 年 月 日 1970年9月1日
資 本 金 13億6,768万7,500円
従 業 員 数 715名（連結）、668名（個別）
本 店 所 在 地 東京都港区赤坂一丁目8番1号

会社概要

取締役（非常勤） マニヤン　麻里子*

取締役（非常勤） 黒田　はるひ*

常 勤 監 査 役 三 宅　 信 一*

常 勤 監 査 役 栂 野　 恭 輔
監査役（非常勤） 小 川　 憲 久*

監査役（非常勤） 小 林　 隆 博*
* 社外取締役、社外監査役

代 表 取 締 役
執 行 役 員CEO 葉山　　誠

取 締 役 
常 務 執 行 役 員 石田　誠司

取 締 役
執 行 役 員 山本　善久

取 締 役
執 行 役 員CFO 藤内　聖文

取締役（非常勤） 小野　和俊
取締役（非常勤） 矢野　　学*

役員構成  （2023年6月20日現在）

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日
定 時 株 主 総 会 4月1日から3ヵ月以内
配 当 金 受 領
株 主 確 定 日

3月31日及び
中間配当を行う場合は9月30日

単 元 株 式 数 100株
株主名簿管理人
同事務取扱場所

東京都千代田区丸の内一丁目3番3号
みずほ信託銀行株式会社

郵便物送付先
電 話 照 会 先

〒168-8507 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社証券代行部
TEL：0120-288-324（フリーダイヤル）

株 主 総 会 資 料 の
電子提供について

当社Webサイトに掲載しております。

https://home.saison.co.jp/ir/library/meeting_documents

大株主

株主メモ

持株数（千株） 持株比率（%）
株式会社クレディセゾン 7,588 46.84
株式会社メルコホールディングス 4,488 27.71
イーシーエム　マスターフアンド
エスピーブイ　ワン 857 5.29
株式会社インテリジェントウェイブ 500 3.09
大日本印刷株式会社 307 1.90
セゾン情報システムズ社員持株会 276 1.71
協和青果株式会社 171 1.06
富士通株式会社 80 0.49
みずほ信託銀行株式会社 60 0.37
吉田 知広 56 0.35

・「HULFT」、「DataSpider Servista」及び「HULFT DataCatalog」は株式会社セゾン
情報システムズの登録商標です。

・その他の会社名、製品名、サービス名等は、各社の登録商標です。

会社情報 （2023年3月31日現在） 株式情報 （2023年3月31日現在）

1.�DOE（自己資本配当率）10%を目安とする
2.�自己資本比率50%～75%を維持し、最適資本構成を目指す
3.�通期見通しの約1／2を中間配当とする
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配当推移
（単位：円）

期末中間 DOE

配当方針

コーポレートデータ
株主スクエア

当社は、株主の皆様からの投資は短期的な利益だけではなく永続的な企業価値の向上へ結びつける
必要があるものと考えており、還元に関しても中長期的な利益還元を重視し、DOE（自己資本配当率）を
10%とすることとしています。これにより、当社の成長を見越した一時的な利益減があっても、安定配
当を実現することができています。中長期的な成長と還元を重視していることにご理解を賜りたくお
願いいたします。

当社ではかねてより、採用において「Skill Boot Camp」という外部向け研修機会を提供し、業務適性を
自ら判断してもらった上で入社希望者を迎え入れるという特徴的な採用施策を講じています。また、社
会のデジタル化がさらに進展する中、当社も技術分野の転換（リスキリング）や一人ひとりの生産性向上
を図るため、育成施策を講じております。

上半期のビジネスレポートアンケートにご協力いただき、誠にありがとうございまし
た。ご回答の一部をご紹介いたします。今後も、情報の質・量ともに工夫し、皆様から当社
をよりご理解いただけるビジネスレポートを目指してまいります。引き続きアンケート
へのご協力をよろしくお願いいたします。

株主の皆様の声をお聞かせください
当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、

アンケートを実施いたします。
下記URLにアクセスいただき、アクセスコード入力後に

表示されるアンケートサイトにてご回答ください。

株主の皆様の声をお聞かせください

空メールによりURL自動返信

いいかぶ 検索検索

●アンケートのお問い合わせ 
　「e - 株主リサーチ事務局」MAIL：info@e-kabunushi.com

https://www.e-kabunushi.com
アクセスコード　����

kabu@wjm.jp へ空メールを送信してください。
（タイトル、本文は無記入）

アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。

本アンケートは、株式会社リンクコーポレイ
トコミュニケーションズの提供する「e-株主リ
サーチ」サービスにより実 施いたします。  
https://www.link-cc.co.jp

ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝（QUOカード
Pay���円）を進呈させていただきます

●アンケート実施期間は、本書がお手元に到着してから約�ヶ月間です。

掲載内容についてどう思いますか

分かりやすく掲載内容も十分である 
分かりやすいが掲載内容はもっと充実すべき

掲載内容は十分だが分かりにくい 
分かりやすさも掲載内容も平均水準である

分かりにくく掲載内容も不十分である

��.�
��.�

�.�

�.�
��.�

（％） �� �� �� �� �� �� ���

（アンケートご回答率　8.6%）

「株主還元の強化をお願いしたい」へのご返答ご要望 1

「技術者採用、育成のための工夫をもっと知りたい」へのご返答ご要望 2


